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The Japanese School in Perth 

Privacy Policy 和訳 

１．Introduction はじめに 

パース日本人学校は、すべてのスタッフ、児童・生徒、保護者のプライバシーを尊重する。

本プライバシーポリシーは、本校が収集し、保管している個人情報の管理方法ついて定めた

ものである。  

 

本校は、1988 年連邦プライバシー法（Commonwealth Privacy Act 1988）に含まれるオースト

ラリアプライバシー原則（Australian Privacy Principles APPs）を遵守する。プライバシー法

は、他の法律の下で学校が負う既存の義務に取って代わるものではないが、他の法律が個人

情報の使用を規制していない場合に適用される。 

 

プライバシー法により、オーストラリアプライバシー原則（APPs）は「従業員の記録」には

適用されない。従って、本プライバシーポリシーは、学校と従業員の現在や過去の雇用関係

に関連する従業員記録には適用されない。 

 

本ポリシーは、法律や技術の変化、本校の運営や実践の変化、または変化する学校の環境に

よって、見直され、更新されることがある。 

 

２．Policy and Procedure ポリシーと手続き 

２－１ 学校が収集する個人情報 

学校が収集し保有する情報には、健康に関する情報やその他の機密情報を含む以下の個人情

報が含まれる（ただし、これらに限定されない。） 

• 入学前・中・後に収集された児童・生徒や保護者の個人情報。 

o 氏名、連絡先（近親者を含む）、生年月日、性別、家庭の言語背景、前籍校、宗

教。 

o 保護者の学歴、職業、家庭の言語背景、国籍、生まれた国。 

o 医療情報（障害やアレルギーの詳細、欠席届、診断書、医師の氏名など。） 

o レポート・テスト・試験の成績。 

o 行動記録、苦情記録、その他の行動に関する記録、学校の成績表（Report cards） 
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o 政府の福祉機関への紹介に関する情報。 

o カウンセリングの報告書。 

o 健康保険の詳細およびメディケア番号。 

o 家庭裁判所命令。 

o 犯罪歴。 

o ボランティア活動情報。 

o 学校行事の写真やビデオ。 

• 求職者、ボランティア、請負業者の個人情報。 

o 氏名、連絡先（近親者を含む）、生年月日、および宗教。 

o 募集要項情報。 

o 職業訓練歴。 

o 給与および支払いに関する情報（superannuation に関する詳細を含む）。 

o 健康情報（障害やアレルギーの詳細、診断書など）。 

o 苦情記録および調査報告書。 

o 休暇詳細。 

o 学校行事での写真やビデオ。 

o 職場の監視情報。 

o 仕事の電子メール、プライベートな電子メール（仕事のメールアドレスを使用した

場合）またはブラザー歴。 

• その他に学校と関連のある方で、氏名・連絡先など必要な情報。 

 

２－２ 個人情報の収集方法 

Personal Information You Provide 提供される個人情報について 

保護者や児童・生徒の個人情報は通常、保護者または児童・生徒が記入した用紙、対面での

面談、電子メール、電話などにより収集されるものである。 

 

Personal Information Provided by Other People 他者から提供された個人情報について 

学校は第三者から個人情報を提供されることもある。例えば、医療専門家が提供する報告、

他の学校からの推薦状、就職用の推薦状などである。児童・生徒が他の学校に転校する場

合、転校先の学校は、児童・生徒の転校を容易にするために、児童・生徒が以前在籍した学

校から個人情報を求めるこももある。 

 

Personal Information from Other Sources その他の情報源からの個人情報 

学校は、CCTV セキュリティカメラなどの監視活動を通じて、個人情報を収集することがあ

る。 
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２－３ 個人情報の収集、利用および開示の目的 

本校が個人情報の収集・使用・開示の目的は、学校との関係性によって異なり、以下のよう

なものを含む： 

 

Students and Parents 児童・生徒や保護者の個人情報に関して 

学校は、児童・生徒および保護者の個人情報を以下のような目的で利用することがある。 

 

• 学校教育および学校活動に利用するため。 

• 児童・生徒が本校に在籍する期間を通して、保護者のニーズ、児童・生徒のニーズ、

本校のニーズを満たすため。 

• 政府当局に必要な報告をするため。 

• 子どもの学校教育に関連する事柄を、通信、アプリ、ニュースレターを通じて保護者

に児童・生徒の学校生活に関する情報を知らせるため。 

• 日常の校務運営のため。 

• 児童・生徒の教育的、社会的、医療的な健康状態を管理するため。 

• 学校の寄付を求めるやマーケティングのため。 

• 学校の法的義務を満たし、または学校の’duty of care’（注意義務）を遂行するため。 

 

学校が児童・生徒や保護者の個人情報を要求する場合に、要求された情報が提供されなけれ

ば、本校は児童・生徒の入学や学校の継続、児童・生徒の特定の活動への参加を許可できな

いことがある。 

 

Volunteers ボランティア 

学校は、本校の業務に協力し、またはそれに関連する活動を行うボランティアに関する個人

情報を以下のため取得することがある。 

• ボランティアポジションに関する連絡、および管理のため。 

• 保険関連のため。 

• 本校の法的義務を果たすため（例：児童保護に関する法律など） 

Job Applicants and Contractors 求職者や契約社員の個人情報に関して 

就職希望者や契約社員の個人情報に関して、本校が個人収集を収集する主な目的は、採用評

価や雇用手続きに使用されることもある。以下を含む。 

• 採用のための審査や採用となった場合の手続きのため。 

• 契約手続きのため。 

• 保険関連のため。 

• 本校の法的義務を果たすため（例：児童保護に関する法律など）。 

 



Privacy Policy 20230620   

4 
 

Marketing and Fundraising マーケティングとファンドレイジング（寄付） 

学校の発展のためのマーケティングと寄付は、学校の運営及び児童・生徒やスタッフが生き

生きした学習環境を維持するために重要である。 

 

保護者、スタッフ、請負業者、その他学校コミュニティのメンバーには、時折、募金情報が

行き渉ることがある。個人情報を含むニュースレターのような学校の出版物は、マーケティ

ング目的でも使用されることがある。 

 

２－４ 個人情報を開示する相手とは 

本校は、教育、ケア、管理上の目的、およびサポートやアドバイスを求めるために、機密情

報を含む個人情報を開示することがある。以下を含む。 

• 他の学校と教師。生徒が転校する学校への適応を容易にするため。 

• 政府機関 

• 医療従事者 

• 専門家派遣教師・スポーツコーチ・ボランティア・カウンセラーなどを含み、本校に

教育的や健康的なサービスを提供する者。 

• 資金調達活動で学校を支援する組織。 

• 人事、児童保護、特別なニーズをもつ児童・生徒など、本校に専門的な援助サービス

や支援を提供するプロバイダー。 

• 学習・評価ツールのプロバイダー・ 

• ニュースレターなど、学校の出版物の受取人。 

• SCSA (学校教育基準監督局)、オーストラリア教育課程・評価・報告機構（ACARA）、

NAPLAN テスト管理機構、文部科科学省などの評価と教育機関。 

• 教育・資金・研究のために個人情報を提供する必要な機関および組織。 

• 本校に管理・財務サービスを提供する者。 

• 本校に情報管理および財務サービスの提供者。 

• 学校の情報管理システム及びその他の情報技術サービスの提供者。 

• ニュースレターなど学校の出版物の受領者。 

•  保護者。 

• 保護者が本校に情報開示を許可した者。 

• 法律により情報開示が義務付けられている者。 

 

２－５ 情報保管方法 

本校は、個人情報をハードコピーおよび電子版でも保存する。第三者であるサービスプロバ

イダーが提供する情報管理および保存システムを使用する。この個人情報は、プロバイダー

が本校にサービスを提供するために、情報を保管し、アクセスすることがある。 
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２－６ 海外への情報発信・保管について  

学校は、文部科学省（MEXT）への報告を含み、海外の受取人に個人情報を開示することがあ

る。ただし、以下の場合を除き、個人情報をオーストラリア国外に送信することはない。 

• 本人の同意を得たこと（同意が暗黙の了解の場合もある） 

• オーストラリアプライバシー原則（APPs）またはその他の適用されるプライバシー関

連法規を遵守していること。 

学校は、オンラインまたは「クラウド」サービスプロバイダーを利用して個人情報を保管

し、電子メール・教育ツール・評価アプリケーションに関するサービスなど、個人情報の使

用を伴うサービスを本校に提供することがある。これらのサービスプロバイダーがサービス

にアクセスするユーザーを認証するため、または技術サポートを提供できるようにするため

に、一部の限定された個人情報にアクセスすることがある。この個人情報は、「クラウド」

に保存されることがあり、オーストラリア国外にあるクラウドサービスプロバイダーのサー

バーに保存される可能性がある。学校で使用される Microsoft 365 はクラウドサービスプロバ

イダーの一つである。Microsoft 365 は、限られた個人情報を保存し、処理する。 

 

２－７ 個人情報の管理・セキュリティについて 

 

学校は、本校が保有する個人情報を、不正使用、妨害、紛失、不正アクセス・改ざん・開示

から守るために、紙媒体の記録は施錠して保管し、コンピュータの記録はパスワードでアク

セスできるようにするなど、様々な手段を講じている。以下の手段を含む。 

 

• 学校のデータベース上の情報へのアクセスは、知る必要性に基づいて制限され、職員

には役割と責任に基づいて異なるレベルのセキュリティが割り当てられる。 

• 機密性の高い個人情報を含む電子ファイルの暗号化の徹底。 

• スタッフが、個人のパスワードを公開したり共有したりしないことを確実に認識す

る。 

• 個人情報や健康情報がハードコピーで保存されている場合、これらのファイルは鍵の

かかる部屋の鍵のかかる書類棚に保存されていることを確認する。これらの記録への

アクセスは、知る必要のある職員に制限される。 

• 侵入を防ぐため、学校の建物と敷地の周囲に物理的なセキュリティ対策を実施する 

• 個人情報の取り扱いに際し、スタッフが学校の方針と慣行に従うことを保証する。 

• コンピュータネットワーク上の個人情報を保護するために、ICT セキュリティシステ

ム、ポリシー、および手順を実施する。 
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• 電子メールやインターネットの使用、機密保持、文書のセキュリティポリシーなど、

人的資源に関するポリシーと手順を実施し、スタッフが個人情報を扱う際に正しい手

順に従うことを保証する。 

• 個人情報にアクセスする可能性のある第三者サービスプロバイダー（クラウドサービ

スプロバイダーを含む）に関して、オーストラリアプライバシー原則または同様のプ

ライバシー体制に準拠していることを可能な限り確認する。 

• 本校が保有する個人情報のうち、不要となったもの、または法令により保有が義務付

けられているものを破棄、削除、または非識別化すること。 

 

２－８  データ侵害への対応 

本校は、データ侵害が発生した可能性がある、または発生した疑いがあると信じる合理的な

根拠がある場合、適切かつ迅速な措置を講じるものとする。データ侵害の種類によっては、

内部セキュリティ手順の見直し、是正措置の実施、影響を受ける個人およびオーストラリア

情報コミッショナー事務所（OAIC）への通知などが含まれる。 

 

２－９ 個人情報へのアクセスと訂正 

Commonwealth Privacy Act（連邦プライバシー法）によって、誰もが、学校が保持する自分に

関するあらゆる個人情報へのアクセスを求め、入手する権利、および、不正確と思われる点

を学校に知らせる権利を有する。児童・生徒は、通常、保護者を通じて自分の個人情報にア

クセスし、更新することができる。 

 

なおこれらの権利には、適用される法律で定められた例外がある。 

 

学校が保有する保護者や児童・生徒の個人情報へのアクセスや更新を希望する場合は、校長

まで連絡する。身元を確認で来るように学校が要求することもあるかもしれないし、要求す

る情報を特定するよう求めることもある。情報へのアクセスを提供できない場合は、その理

由を書面にて明確にする。 

 

２－１０ 児童・生徒の個人情報へのアクセスに関する同意と権利 

本校は、保護者が児童・生徒の教育に関して決定権をもつことを尊重する。 

一般的に、学校は児童・生徒の個人情報に関連する同意や通知の要請を児童・生徒の保護者

に照会する。また、保護者から得た同意は児童・生徒のためになされた同意として扱い、保

護者への通知は児童・生徒への通知とみなす。 
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上記の通り、保護者は校長または事務に連絡し、学校が保有する自分自身や自分の子どもの

個人情報へのアクセスを求めることができる。しかし、場合によっては、アクセスを拒否す

ることがある。 

 

アクセスを拒否する場合とは、生徒に同意能力があると学校が判断し生徒の同意なしに保護

者に情報を開示することが許されない場合、情報開示が他人のプライバシーに不当な影響を

与える場合、あるいは開示が児童・生徒に対する学校の守秘義務（duty of care）に違反する

可能性がある場合などである。 

 

４．Enquiries and Complaints 問い合わせおよび苦情 

本校が保有する個人情報の管理方法についてより詳しい情報を欲した場合、または本校がオ

ーストラリアのプライバシー原則（Australian Privacy Principles）に違反していると思われる

場合には、校長まで連絡する。学校は、どんな苦情でも調査し、学校の苦情処理方針に従っ

て、可能な限り早く対応し、また苦情対応に関する決定を通知する。 

 

学校の対応に満足しない場合は、Office of the Australian Information Commissioner (情報コミッ

ショナー事務所、OAIC、www.oaic.gov.au)に苦情を申し立てることが可能である。 

 

５．Standard Collection Notice 標準的な収集に関する通知 

本校の「標準収集通知」（付録参照）は、児童・生徒が本校に在籍している間、児童・生徒

と保護者が学校の個人情報の取り扱いについて知ってもらうためのものである。 

 

「標準収集通知書」は、児童・生徒の保護者にの入学の際に配布される。また、各学年の開

始時に、他の資料の送付と同時に、児童・生徒の保護者に送付されるものである。 

 

 

関連文書・資料 

JSP Staff Code of Conduct 

JSP Community Code of Conduct 

JSP Child Protection Policy 

Privacy Compliance Manual, INDEPENDENT SCHOOLS AAUSTRALIA (ISA) & NATIONAL CATHOLIC 

EDUCATION COMMISSION (NCEC) 2023 Available: https://www.ais.wa.edu.au 

 

関連法律 

Commonwealth Privacy Act 1988 

Australian Privacy Principles 

Amendment (Enhancing Privacy Protection) Bill 2012 

 

Approved 20/06/23 by the Japanese School Council in Perth Board. Next review 20/06/2025 

https://www.ais.wa.edu.au/
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APPENDIX 

Standard Collection Notice for Parents and Students 和訳 

以下は学校の児童・生徒やその保護者の個人情報の取り扱いを明記にしています。 

How and Why does the School Collect Personal Information 

1. 学校は入学前や在学中に児童・生徒の個人情報を収集する。これは書面または会話に

よることがある。本校が収集する個人情報の種類には、健康やアレルギーの情報を含

む機密情報が含まれる。 

2. 学校が個人情報を収集する主な目的は、児童・生徒の教育およびサポートを行うた

め、児童・生徒の安全を守る義務（duty of care）を果たすため、または児童・生徒が

学校活動に参加できるためである。 

3. 学校は、特定の情報の収集や開示が法的に義務づけられている。関連する法律は教育

法、公衆衛生法、児童保護などを含む。 

4. 学校が特定の個人情報を収集できない場合、生徒の入学手続きが遅れたり、妨げられ

たりすることがある。特に、当該情報が学生、他の学生および／またはスタッフの健

康や安全に関連する場合がこのような場合に該当することがある。 

5. 医師や緊急連絡先など、他者の個人情報を学校に提供する場合は、本校にその情報を

開示する旨とその理由を通知することをお勧めする。 

To Whom Does the School Disclose Information 

6. 本校は、共有された個人情報（センシティブな情報を含む）に関して、以下に列挙す

る先を含め、教育、ケア、業務上の目的から開示することがある。 

• 他の学校及び当該学校の教師（転校手続きを含む） 

• 政府機関 

• 医療従事者 

• 専門家派遣教師・スポーツコーチ・ボランティア・カウンセラーなどを含み、本

校に教育的や健康的なサービスを提供する者。 

• 資金調達活動で学校を支援する組織や PTA。 

• 人事、児童保護、特別なニーズを持つ児童・生徒など、本校に専門的な援助サー

ビスや支援を提供するプロバイダー。 

• 学習・評価ツールのプロバイダー。 

• ニュースレターなど、学校の出版物の受取人。 

• SCSA (学校教育基準監督局)、オーストラリア教育課程・評価・報告機構

（ACARA）、NAPLAN テスト管理機構、文部科科学省などの評価と教育機関。 

• 本校に対する情報管理サービスの提供者。 

• 本校に対する税務、会計、法務等のその他サービスの提供者及び会計監査人。 
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• 保護者が本校に情報開示を許可した者。 

• 法律により情報開示が義務付けられている者。 

 

7. 児童・生徒から収集した個人情報は随時、保護者に開示される。 

 

8. 学校の活動やニュース（児童・生徒の成果を含む）は、学校のニュースレターで公表

される。これには、学業やスポーツのイベントや成果、音楽や発表、学校のキャンプ

などの学校活動に参加した児童・生徒や保護者の個人情報（写真やビデオを含む）が

含まれる場合がある。子どもの氏名や画像の掲載を希望されない場合、JSP 家庭詳細

フォームに明記ください。学校は、学校年鑑を含む特定の出版物について、児童・生

徒の保護者に別途許可を求めることがある。 

 

9. 学校は、オンラインまたは「クラウド」サービスプロバイダーを利用して個人情報を

保管し、電子メール・教育ツール・評価アプリケーションに関するサービスなど、個

人情報の使用を伴うサービスを本校に提供することがある。これらのサービスプロバ

イダーがサービスにアクセスするユーザーを認証するため、または技術サポートを提

供できるようにするために、一部の限定された個人情報にアクセスすることがある。

この個人 情報は、「クラウド」に保存されることがあり、オーストラリア国外

にあるクラウドサービスプロバイダーのサーバーに保存される可能性がある。クラウ

ドやオンラインサービスの使用の更なる詳細に関しては、JSP Privacy Policy に含まれ

ている。 

 

10. 学校は、文部科学省（MEXT）への報告を含む海外の受取人に個人情報を開示するこ

とがある。 

Fundraising 

11. 本校は、募金活動に関連して、保護者への募金関係の連絡のために個人情報を使用す

ることがある。本校は、当事者の同意なしに個人情報を第三者のマーケティング目的

のために開示することはない。 

 

Your Rights and How to Complain 

12. 本校のプライバシーポリシーは以下の点を記載している。 

• 本校が保有する本人の個人情報へのアクセスおよび訂正を求める方法。 

• プライバシーに関する苦情の申し立てとその処理方法。 
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